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Education for the AI Age, in Kumano

これからのAI時代を生きる力とは何でしょうか。
世界が激しく変化し、混沌としながら変容し続ける社会の中で、本当に必要な学校、そして本当に必要な
「学力」とは何でしょうか。
2025年、世界遺産・熊野古道の地に、行政、民間企業、保護者、クリエイター、地域の方々の未来への希望
とともに、「うつほの杜学園」は誕生しました。
生まれたばかりのうつほの杜学園小学校で、子どもたちは日々、世界・地域・自然とつながりながら探究的
な問いに向き合い、仲間と協働し、学び合い、挑戦を重ねています。そして、子どもも大人も

みんなが自分らしく毎日をすごしています。

みんなが自分らしく過ごせる理由、それは、うつほの杜学園が完成された場所ではなく、
子どもも大人も、ともに創り続ける学校だからです。
「こうでなければならない。」学校や教育の"当たり前"に対して、「本当にそうなのだろうか。それで子どもたち
は幸せになれるのだろうか。本来の学びにつながるのだろうか。」と私たちは考えます。
子どもたちと学校のルールを考え、教職員や保護者も「これからの学びとは何か」「これからの学校とは何
か」を模索しながら、学校コミュニティ全体で「みんなの学校」を創り続けています。
もう一つ大切にしているのが、一人ひとりの「自分軸」です。
自分らしさを育み、自分を信じ、自信を持ってゼロから一を生み出す力を育てること。その子だけの可能性
を信じ、一人ひとりが自分らしく開花していくことを何よりも大切にしています。
子どもたちには、誰にでも周りの人を幸せにし、未来の社会を創っていく力があります。
うつほの杜学園は、子どもを真ん中に、世界・地域・自然とつながる探究型グローカル教育を通して、希望
にあふれた学校から始まる、より良い未来の社会を創っています。

AI時代の教育を、熊野から

自分たちのルールは自分でつくる

我々の学校
が甦りました

。

地域をあげ
て

サポートする
と決めました

。

もう週末なの？
土日も学校があればいいのに！

共創しながら
これまでやりたかった
教育が全力で
できています。

一年経ち、
子どもたちが堂々と発表
する姿に感動します。

一年経ち、
子どもたちが堂々と
発表する姿に感動します。※児童回答18件／保護者回答20件／教員回答 6件　数値は肯定的評価の割合です。

楽しい 信頼
「先生は、私の話を聞き、大切にしてくれる」88.9％
「子どもは、学校や教職員を信頼している」100％
「私は、学校を信頼している」100％

令和7年度学校教育自己診断｜肯定的評価
「学校に行くのが楽しみ」88.7％
保護者「子どもは学校生活を楽しんでいる」95.0％

児童
保護者

児童
保護者
教員
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世界遺産・熊野古道の地で
ここだけの学びを
ここは千年以上の歴史と八百万のいのちが宿る、世界遺産、熊野古道の地。
スペインのサンティアゴ・デ・コンポステーラをめざす巡礼の道と同様に世界遺産
に登録されており、海外から多くの参拝者が訪れます。

緑の運動場

うつほの畑

校舎すべり台・ツリーハウス

体育館

竹やぶ

運動場とつながった川辺

Welcome to Utsuho 

田辺市の公立小学校の廃校舎を利活用。学校法人・
田辺市・地域住民による三者協定を結んだことをきっかけ
に、うつほの杜学園を創立し、新たな小学校へと生まれ
変わりました。中はレトロで紀州杉も使用した開放的で
あたたかい空間。ウェルビーイングな生活と学習の環境
づくりを子どもたちと創意工夫しています。

体育館・音楽室・図工室・理科室・調理室・
うつほホール・図書室・運動場・うつほの田畑・竹やぶ
男女全個室＋だれでもトイレ 

教室には様々な学習環境がようこそうつほの杜学園へ。季節ごとの緑がお出迎え

うつほカラーで彩った明るい校舎 中央にある吹き抜けのうつほホールは憩いの場や集会の場に

うつほの杜へようこそ
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Our Vision for Learners
めざす子ども像

共創で未来を拓く
グローカルリーダー

予測することが難しく、変化し続けるこれからの時代。
うつほの杜学園では、国際的な視座と地球市民としてのマインドを持ちながら、自分が暮らす地域
や土地と深くつながり、地域アイデンティティと自分らしい価値観を持って世界と地域両方と
つながりながら社会を切り拓く人を「グローカルリーダー」と考えています。
多様性を尊重し、対話と共創によって、より平和な未来をつくるグローカルリーダーを育成します。

好きや遊び、もやもやから問いを見つけ、
自分ごと化し、深く思考しながら学び続ける力

志と問いをもって、世の中に働きかけ、
形にしていく力

世の中の多様性と複雑性を理解し、
地球や自然、社会とつながり、
関わり、助け合っていく力

なぜ？から育む
探究型グローカル教育

世界とつながる。地域とつながる。自然とつながる。
そこから芽生えた「なぜ？」を追究し、自ら未来を切り拓く
グローカルリーダーを育てます。
大切にしているのは、知識を覚えることだけではなく、
「私は何ものか？」を問い続け、自分軸を育み、仲間と協働
しながらゼロから一を創造していくことです。

とつながる
World

多様な文化や価値観に触れながら、異文化理解力、共感力、
コミュニケーション力、そしてグローバル・シチズンシップ
を育みます。世界を知り、多様性を尊重しながら、自らの
視野を広げていきます。 

世界

Community

とつながる
地域の自然、歴史、文化、暮らしを学びの教材とし、地域の
人々と関わりながら、自ら地域の未来を創る一員として
行動します。その中で、地域への愛着と自らのアイデン
ティティを育んでいきます。 

地域

Nature

とつながる
自然は最高の教室です。川や山、森でのアウトドア活動や
自然体験、生態系からの学び、自然素材を活かした創造
活動を通して、探究心や創造力、そして心身ともに豊かな
人間性を育みます。 

自然

W
orld

Com
m

unity

国際バカロレア（IB）
うつほの杜学園小学校は2026年現在、国際バカロレア

（以下IB） 初等教育プログラム（PYP）の候補校

（Candidate school）です。IBは、「多様な文化の理解

と尊重の精神を通じて、より良い、より平和な世界を

築くことに貢献する、探究心、知識、思いやりに富んだ

若者の育成」を目的とする国際教育プログラムです。 

この教育理念が本校の学校理念と合致するとともに、

グローカルリーダーの育成にとって重要であると考え

ています。

現在、本校はIBワールドスクール認定に向けた認可手続きを進めてい
ます。IBワールドスクールは、「質の高い挑戦的な国際教育を提供する」
という共通の理念を掲げています。

自分を知り、自分を信じる。生きる活力となる
ものが自分軸。
課題やチャレンジに対し、失敗を恐れず挑戦
していく力が冒険マインド。

 自分軸と冒険マインド
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鈴木 寛
うつほの杜スクールアドバイザー
東京大学公共政策大学院教授／慶應
義塾大学大学院特任教授／元文部科
学副大臣
教育政策と教育現場の双方に携わって
きた経験から、学校の学びと社会との
接続を支えます。

相馬 健太郎
理事
大手代理店にて営業企画・組織戦略な
どに従事。うつほの杜学園では、経営・
組織戦略を担う。

石川 一郎　
理事
21世紀型教育機構理事。複数の学校で
校長や理事・顧問などを歴任し、全国
の学校改革に携わる日本のカリキュラム
アドバイザー。

市川 顕
うつほの杜アカデミックアドバイザー
東洋大学国際学部教授
学校設立と初代校長の経験、グローカ
ル・地方創生研究の知見から、中学校
づくりと学びの接続を支えます。

南雲 岳彦
うつほの杜ウェルビーイングアドバイザー

一般社団法人スマートシティ・インス
ティテュート代表理事／慶應義塾大学
大学院特任教授
地域幸福度やスマートシティの知見から、
一人ひとりと地域がともに豊かになる
学校づくりを支えます。

佐藤 唯行
うつほの杜キャンバスアドバイザー
一般社団法人フェーズフリー協会代表
理事。ふだんの暮らしを豊かにしながら
防災につなげる「フェーズフリー」の提唱
者。防災にとどまらず、新たな概念をビジ
ネスや国・自治体の施策へつなげてきた
経験から、学校づくりを支えます。

このほかの教職員も含め、25人を超えるチームで学校を支えています。

授業や学校生活の中には自分の考えを表現し発信する機会にあふれています。
日々のディスカッションや対話、年間6回の探究プロジェクトの発表会、多様な創作活動など
を通して、自ら考え、伝え、仲間と学び合う力を育みます。

更に5つの学びを貫く
アウトプットドリブン

異なる専門性が集う"チームうつほ"
The Team Utsuho

うつほの教育の特徴
Features of Utsuho's Educational Approach

うつほの杜の理念のもと、それぞれの経験と専門性を持った多種多様な教職員が集まっています。
子どもの学びや悩みに寄り添いながら、日々の学びをつくっています。子どもと大人は対等と
いう考えのもと、保護者も含めニックネームで呼び合い個を尊重しあう学校文化があります。

理事／副校長
森田 琢也｜タクさん

国公立・私立の中高で英語教諭
として、また特別支援学校など、
多様な教育現場で20年以上勤務。
学会の場でも広く活躍。多様な一人
ひとりの違いを生かす学びを研究・
実践し、子どもたちに寄り添って
います。副校長として、ともに学び、
創り、冒険する学校づくりに日々
喜びを感じます。 理事／事務局長／ウェルビーイング・ディレクター

小佐田 裕美｜ひろちゃん

乳幼児から大学生までの育成と、子
どもに関わる大人の支援に携わって
きた選択理論心理士。事務局長とし
てウェルビーイングな学校運営の仕
組みづくりから、ウェルビーイングな
道徳の授業づくりも担い、日々子ども
たち、教職員、保護者がともに満たさ
れる学校コミュニティを作っています。

PYPカリキュラム・コーディネーター
大森 美衣南｜みいな

国際バカロレア（IB）Educa to r 
Cer t ificateを取得し、IB PYP校
での勤務経験を持ちます。デン
マークで学んだ子ども中心の教育
と演劇の経験を生かし、探究と
教科、表現をつなぐカリキュラム
を編みます。

教諭
岡本 のぞみ｜のんさん

公立小中学校で約20年勤務。
創造性を育むことを大切に、地域
ならではの協働する米づくりなど
を実践してきました。豊かな教育
アイデアと創意工夫で、一人ひとり
が安心して自分らしく学べる、子ども
も大人もワクワクする授業実践を
つくります。

教諭
大本 拓輝｜だいぽん

アドベンチャーワールドで広報・
代表秘書を経験し、教育への熱い
思いからうつほへ。
動物を通じたいのちの学びや、地域
企業・国内外の実践者とつながる
探究を、子どもたちと創っています。

理事長／校長
仙石 恭子｜きょうこさん

「知ろう、創ろう、伴走しよう、みん
なの教育」を掛け声に、自分たちが
望むこれからの教育を自分たちの
手でつくりたいと、うつほの杜学園を
ゼロから創立。行政、地域・企業・全
国の支援者の皆さまとともに開校を
実現しました。国際バカロレア（IB）
Educator Cer t ificateを取得し、
理事長・校長として、コミュニティ
に開かれた学校と、地域づくりを
共創で行っています。

学びを深めるために、「答えのない探究的
な問い」からはじまる一人一人の視点を大
切にしています。
「足し算のFunct ion（機能）とは？」「この
昆虫のForm（特徴）とは？」など、教科の
枠を超えて概念を用い、具体と抽象を行き
来しながら考えることで、物事の本質を捉
える思考力を育みます。

学習者主体の
探究的な学び
学習者主体の
探究的な学び

日本語を主体としながら、英語にも力を入
れた多言語カリキュラムは、探究型グロー
カル教育の大きな柱の一つです。
複数の言語で考え、表現することを通して、
自分自身や日本への理解を深めるととも
に、多様な価値観を受け入れ、豊かな発想
力と創造力を育みます。

バイリンガル
（多言語）の学び

安心・安全な学習環境を基盤に、一斉授業
だけではなく、屋外での学びや少人数での
学び、個別に探究を深める学びなど、多様
な学習スタイルを取り入れています。また
道徳の時間を中心に、自分自身の心も身
体も健やかな状態を築くスキルを身に付
けます。

ウェルビーイングな
学び

百聞は一見、もしくは一体験に如かず。校
外での自然体験や社会見学、地域の方々と
の交流など、五感で学ぶ機会を重視して
います。机上での学びだけでなく、リアル
な自然や実社会の中で学ぶことで、豊かな
感性を育み、学びを全身で深めていきます。 

体験的な学び

国内外の学校との交流をはじめ、地域や
関連企業に協力いただくプロジェクトなど、
外部とつながり学ぶ機会が多くあります。
「共創」のプロセスを通じて、協調性や問
題解決能力を養い、互いを尊重し合う心を
育みます。 

共創的な学び
ゼロから学校をつくる
共創の旗振り役

一人ひとりの「違い」を
学ぶ力に変える

みんなの「ごきげん」を
学校の文化にする

探究・教科・表現をつなぐ
学びの編集者

やってみたい！が
生まれる授業をつくる

動物ともつながる!?
探究的な学びを実践

うつほの挑戦に伴走する、各界の第一人者たち
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カリキュラムの中心にあるのが教科横断の
探究ユニットをもとにした探究の授業です。
周辺の環境やつながりを活かしたこの地な
らではのテーマ学習を行っています。
国際バカロレア（IB）PYPの6つの探究の
テーマとうつほの杜独自の年間のテーマを
組み合わせた探究テーマの問いに挑みます。

うつほの
探究授業に
せまる！

時 間 割 のイメージ

1限
2限
3限
4限

5限
6限

9:15-

10:05-

10:55-

11:45-

13:25-

14:20-

昼休み

朝の時間

体育　　　　　

英語　　　　　

探究

探究

理科

理科

探究

探究

図工　　　　　

図工　　　　　

探究

探究

杜

杜

探究

探究

算数

国語

英語　　　　　

道徳

体育　　　　　

食

英語　　　　　

道徳

国語

音楽　　　　　

算数

音楽　　　　　

探究

探究

探究

探究

生命について学ぼう
水について学ぼう
山について学ぼう
道について学ぼう
エネルギーについて学ぼう
地球について学ぼう

6年間で行う
探究プロジェクトの数は

約35!

1年

2年

3年

4年

5年

6年

35のプロジェクトを通じ、自分の気になった
「もやもや」や「好き！」を探究します。ときには
授業が終わったあとも夢中で走り続けてしまう
ような、自分だけの学びがここから始まります。
こうして「関係力」「探究力」「創造力」を身に付け、
最後には、自分で見つけた「探究の問い」を立て、
マイプロジェクトに取り組みます。

2年生の「水」の年間テーマを「６つのユニット」 に分けてじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っくりと探究します。

探究プロジェクト授業は例えばこんな6週間！

探究の問い「よーく見ると見えない  ものも見えてくる」

水でくらす生き物、特に学校の横を流れ
る中川でくらす生きものについて予想し、
観察します。

How the world works 世界はどのような仕組みになって  いるのか

きっかけづくり

芸術とは？美術館や本で日本、世界の芸術 を鑑賞し、
自分の好きを見つけたり考えたりしながら 自分の作品
を制作し、作品のこだわった部分について 発表します。

大雨による急な増水や南海トラフ巨大津波の脅威を学
び、水害が及ぼす影響を考えます。国内外の事例や最新
の訓練から避難行動を学び、防災グッズを提案します。

私たちはどんなコミュニティに所属しているだろう？
中でも身近な「学校」に着目し、国内外の事例と比較しな
がらその特徴を考えます。学びのゴールとして、学校の
魅力を効果的に発信する方法を提案します。

学校の水道はどうやって作られるの？社会見学で小さな
社会の水の仕組みを探究し、自分たちができることを
考え発表します。

川で集めた石からそれらの形成された時代や性質を
探究し、石のマップにまとめます。ジオパークの専門家
からも話を聞きます。

Perspective／ Connection特定概念

Tuning In
ペットボトルで魚のトラップをつくり、採集
したり川原に潜むそのほかの生きものも
捕まえたり、観察し、中川には多様な生
き物が暮らしていることに気づきます。

深掘り・インプット
Finding Out

観察したものを分類→生き物には多様な
役割やつながりがあることに気づきます。

つぎへの問い
Sorting Out

大型生物から目に見えない生き物までを
俯瞰し、つながりを探究します。

まとめ
Making Conclusions

つながり模型を作成し、自分が見つけた
Connectionについて発表をします。

アクション
Taking Action

見えない世界もあるかも？いろいろなものを顕微鏡で観察します。
食物連鎖についても知り、それぞれがコネクションを発見します。
川から海への接続を観察しに会津川の汽水域へも出向きます。

転移
Going Further
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バイリンガル マークは複数の教員で日常の中に多言語環境をつくる授業となります。

水の中の生き物について探究します。学校の川や汽水
域などのフィールドワークに出かけ、一人ひとりが発見し、
探究をしたコネクション模型を作成します。

よーく見ると
見えないものも見えてくる

How the world works

世界はどのような仕組みに
なっているのか

探究の問い

1 こだわりが芸術家  を生む
探究の問い

2
石は動き変わりながら
昔の地球を伝える

探究の問い

3
私たちは水に支えられて
生きている

探究の問い

4
コミュニティは
自分たちで作っていく

探究の問い

5
災害は対策することで
軽減できる

探究の問い

6

教科横断
テーマ

教科横断
テーマ

教科横断
テーマ

教科横断
テーマ

教科横断
テーマ

教科横断
テーマ

How we express ourselves

私たちはどのように
自分を表現するのか

Where we are in place and time 

私たちはどのような場所と
時代にいるのか

How we organize ourselves

私たちは自分たちを
どう組織しているのか

Who we are

私たちは誰なのか

Sharing the planet

この地球を
共有するということ

国語

英語　　　　　

算数

うつほ会議

探究

探究

算数

うつほ会議

探究

探究

ランチ＆掃除

Switch Time & Morning Meeting

※3年生のイメージです。

バイリンガル バイリンガル

バイリンガル

バイリンガル バイリンガル

バイリンガル

バイリンガル

バイリンガル

バイリンガル
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話す・聞く学習は探究ユニットの中でも行います。
問いを通して考えを深め表現すること、様々な視点
で解釈し吟味することを通して考える力を育みます。
また劇、詩、物語などの「ことばの制作」を通し、表現
する力を育むことにも力を入れています。読む学習
では登場人物の心情や作品の構造を可視化し、対話
によって理解を深めます。

教科も
探究する
教科の探究が
基礎学力を強くする。

言葉で
「考え、探究し、創造する」へ

岡本のぞみ
教諭

国 語

基礎計算をそれぞれのペー スで反復し、計算力を
定着させるとともに、数や 理論を実際にどう応
用するかを重視し学習して います。私たちが暮
らす中辺路町の人口変化を グラフにするなど、探
究ユニットとも関連させな がら学びます。ICTも
使用しながら行います。

基礎計算から実  践へ
数を使いこなす

岸岡聡子
教諭

算 数

全校児童が集まり、学校生活や行事、
ルールについて対話し、決定する市民
教育です。うつほの杜学園の学びの中核
の一つとして、学校という社会の一員と
しての在り方を学びます。

みんなで学校をつくる

探究は、特別な時間だけにあるものではあ
りません。国語で言葉を磨き、算数で関係を
捉え、理科で仮説を確かめる。
全ての教科もまた答えのない探究的な問い
を使い、本質的に学んでいきます。

英語の音や表現に親しむ時間に加え、体育、音楽、
図工などを英語主体で学ぶ機会があります。日本
語で深く考える力を土台に、英語を「自分の思いや
考えを伝える道具」として使います。複数の教員・
講師が、日常の中に多言語環境をつくります。

英語を学ぶ、英語で学ぶ、
英語でつながる

Rowaie Mohamed
教諭

バイリンガル
不思議を、仮説と実験へ

大本拓輝
教諭

理 科

うつほ会議

選択理論とSEL（Soc ia l  Emot iona l 
Learning）を基盤にした道徳です。自分、
自分と相手、自分と社会の関係を見つめ、
「ごきげん」に生きる術を学びます。

自分と他者との
関係を学ぶ

ウェルビーイング

川、山、森、田畑、熊野古道に出て活動し、
自然の変化や地域の知恵を五感を通じ
て学びます。縦割りグループでの学習を
通じ、共創力や冒険マインドを育みます。

自然と地域を
最高の教室に

杜

田畑と調理室を活用し、食物を育てる、
調理する、食卓を囲む体験的な学びを
行います。いのち、地域の食文化、感謝
を学びます。

つくる、いただく、
つながる

食

オープンマイクという、授業で学んだことや、
特技の披露など自由に好きなことを発表できる日もあります。

ロングロング昼休みが欲しい！

身の回りの自然や現象から不思議を見つけ問い
をたてたり、検証方法を考え実際に試してみる
プロセスを通じ、実社会でも通じる問題解決の
力を養います。熊野の大自然やアドベンチャー
ワールドをはじめとする地域企業とも連携し、
生きた学びの場を創出します。

MEMO
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熊野の豊かな四季と成長の節目を、学校行事で愛で、称え合います。
餅つき、かるた大会、流しそうめん、お茶会、凧あげなど様々な季節の行事も体験します。

うつほの杜のアフタースクールは、子どもたち・保護者の皆
さん・地域の皆さん・企業やNPOの方々など、多様な人々
が集い、学び合い、共に成長していくもう一つの場所です。

17:00

体操服＆帽子
うつほの杜学園独自のこだわりが詰まった
オリジナル体操服と学園帽があります。スイッチタイム

家から学校モードに切り替える時間。
週末の出来事を話すサークル対話や読書、

運動など日替わりで活動します。

給食
日々の食事は子どもたちの身体を作る源。食を

大事にするうつほの杜学園では、給食室を完備し、
できたてのご飯を子どもたちに提供しています。

休み時間は学年を超え
みんなで元気に遊びます。

アフタースクール スクールバス
出発

放課後にも、わくわくが続く

アフター
スクール

春
夏 秋

冬

ウェルカムセレモニー
学校コミュニティで
新入生家族を歓迎します。

米探究
一年を通し、育苗、田植え、草引き、
収穫を行います。

スポーツフェスティバル
子どもが運営の主体。
大人も参加しみんなで楽しむ運動会

川活動
学校脇を流れる中川をフィールドとした
学習を行います。

防災キャンプ
防災について考え
フェーズフリーな活動を行います。

うつほ祭
子どもたちの芸術発表と食、
探究の祭典です。

きのくにフィールドワーク
春は熊野古道、秋は和歌山
各地へ出向きます。

ＫＵＭＡＮＯ教育会議
探究の集大成の発表と
大人の学びの行事。

アドベンチャーDAY
アドベンチャーワールドを貸し切り、
一日の授業を動物を題材に学びます。

出会いと芽吹き
川活動のはじまり 実りと収穫

8:45
8:50

9:15
10:05 10:55

11:45
12:25 13:25 14:20 15:10 15:30 16:15

スイッチタイム
通学

1時間目
2時間目

3時間目
4時間目

5時間目 6時間目 帰りの会
給食・昼休み

スクール
バス

田辺市街地や上富田方面と学校を結ぶ
スクールバスを運行しています

学年ごとの学びに加え、異学年による縦割り活動を行っています。
年上は思いやりやリーダーシップを、年下は憧れや挑戦する心を育み、
ともに学び合いながら成長します。

学年を超えて
育ち合う

世界からの訪問者との交流や、アドベンチャーDAY、企業との協働
授業、地域や近隣校との交流など、多様な外部連携を通して、豊か
な社会性を育んでいます。

出会いにあふれた
外部連携
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田植えや稲刈り、うつほ祭、地域イベント、すべり台やツリー
ハウスづくり。大人も、それぞれのペースで、できることや得意
なことを持ち寄り、子どもと一緒に学校の風景をつくっていき
ます。また、立場を越えて学び合う「KUMANO教育会議」や、
子育てや人間関係について学ぶ「うつほの杜ウェルビーイング・
アカデミー」も開催しています。

大人も楽しい！

ウェルビーイング・コミュニティスクール
Well-Being Community School Choosing Utsuho: Stories of Change

教育移住を選んだ家族も、地元から通う家族も。住む場所や通い方、選んだ背景はそれ

ぞれですが、子どもたちが自分らしく学び、変わっていく姿への驚きは共通しています。
子どもがごきげん
大人もごきげん
うつほの杜学園がめざすウェルビーイング・
コミュニティスクールは、子どもを真ん中に、
学校に関わる一人ひとりのウェルビーイング
を大切にする学びの共同体です。みんなで
探究し、関わり合いながら、より良い社会を
共につくります。

学校メンバーズを核に、
ひろがる学校コミュニティ
「学校メンバーズ」とは、児童・教職員・保護
者のこと。そこから地域社会、企業、行政、
教育機関へとつながりを広げます。子ども
の学びを支えるだけでなく、大人も互いに
学び、挑戦し、育ち合います。

1

自分と相手を尊重
し、対話できる関係
を学ぶ。

人間関係

ウェルビーイングを支える5つの基盤

誰もが安心して過
ごし、学びに向か
える場をつくる。

2

環境

食、運動、自然との
時間を通して心身
を整える。

3

健康

自分軸
Agency

Inner compass

自然
nature

ウェルビーイング
な学び

共創

学習者主体の
探究

体験的な学び

多言語教育

世界
world

地域
community

ルールや仕組みを
対話によって見直し、
より良くする。

4

組織
交通、エネルギー、
資源循環を、日々の
選択と学びにつな
げる。

5

サステナブル

うつほを選んだ家族に、起きたこと

教育移住 地元から

幼児期は山梨と大阪の「森のようちえん」で、雨の日も風の日も自然の中で過ごしま
した。小学校でも好奇心から学んでほしいと、うつほへ。サタデースクールの川活動
を終えた娘は「この学校にする！」と自分で決めました。入学後も毎朝わくわくしな
がら登校。夕食では習った計算をクイズにして家族に出したり、探究の発表につい
て自分から話したりします。英語にも自然になじみ、歌を口ずさみながら「英語が好
きになった」と教えてくれました。

大阪　中辺路在住

東京で約20年暮らした後、小学3年生の双子の息子と教育移住し、田辺市街地を経
て中辺路へ。好奇心もエネルギーも豊かな二人には、自主性や探究心を大切にし、
自然の中で学べる環境がぴったりでした。編入後の第一声は「うつほ、めっちゃ自
由！」。自分に合う学び方を選べる安心感が、自ら学び、挑戦する意欲につながって
います。夏は毎日のように海や川へ。「もう川のない所には住めやん」と言うほど、豊
かな自然を満喫しています。

東京　中辺路在住

「うつほ、めっちゃ自由！」

サマースクールで初めて学校を訪れ、親子で「わあ、いいなあ」。娘も「すごく楽し
い！」と目を輝かせました。小学3年生から編入し、おしゃれやダンスなど自分の「好
き」を大切に、ありのままの自分をのびのびと表現するように。今春、弟も1年生とし
て入学。大好きな自然の中で虫や生き物に触れ、元気いっぱい、自分のペースで過ご
しています。先生方の声かけや過ごしやすい雰囲気からも、一人ひとりが大切にされ
ていると感じます。

田辺市街地在住

サマースクールに参加し、夢中になって楽しむ息子の姿を見て、「こんなふうに楽し
めるんだ」と驚きました。帰り道には「この学校に行きたい。よろしく！」と、自分の
気持ちをまっすぐに伝えてくれました。その思いを貫き、開校を待って小学2年生で
編入。編入後は「正解かどうかより、自分の意見を伝えたい」と意欲的に発表する
ように。DFC世界大会では、毎日練習を重ねて英語で発表。英語を話せる友達から
刺激を受け、「もっと英語を学びたい」と世界への関心を広げています。

「この学校にする！」
森のようちえんから、次の冒険へ。

「すごく楽しい！」
自分らしく輝く姿が、まぶしい。

自分に合う学びが、挑戦する力に。
「英語で発表したい！」
自分の意見を、自分の言葉で世界へ。

徒歩通学

上富田町在住

スクールバス通学

送迎通学 スクールバス通学

※DFC（Design for Change）：子ども主体の課題解決型学習。本校児童も2025年東京大会に参加。

創造力
Creativity

探究力
Inquiry

Competence

関係力
Relational

competence

冒険マインド
Adventurous

mindset
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写真や言葉だけでは伝えきれない学びと体験があります。
子どもたちの表情、先生との距離、熊野の風と水を、ぜひ現地で感じてください。

教科横断の探究と教科の学び、自然や地域での体験を行
き来しながら、自分の問いをもち、考え、試し、振り返る力を
育てます。

うつほの杜学園は、小学校6年間と中学校3年間をつなぐ、9年間の学びを構想しています。自分の軸を
もち、人と関わり、問いを深め、考えをかたちにし、未知の世界へ一歩踏み出す土台を育てます。

学費及び諸経費

通学エリア・通学方法

東京方面より

大阪方面より

アクセス

うつほの杜学園小学校
熊野参詣道中辺路

南紀白浜空港

熊野本宮大社

熊野那智大社

熊野速玉大社

高野山

田辺市

白浜町

学校所在地
うつほの杜学園小学校
〒646-1417 和歌山県田辺市中辺路町川合1451

授業料

教育環境整備費

教材費

システム環境充実費

入学金

学用品代

年額84万円

年額15万円

年額3万6千円

年額8千円

20万円

2万5千円程度

短期スクーリング
うつほの杜学園では小学校の外部生として、普段の小学校
授業と生活を短期で体験いただく短期スクーリング生を随
時受け付けています。

学校のある田辺市中辺路町を中心に、田辺市街地や市内
各地区、上富田町、白浜町、みなべ町などが通学エリアと
なっています。

＊受け入れ人数、学校側の状況等によりお受けできない場合がございます。
   ご了承ください。

対象学年

費用

スクーリング
内容

小学1～4年生（日本の学年）

１日　11,000円（税込）

小学校の授業における日常的な日本語での
読み書きができるお子様

授業体験・給食代・教科書/PC貸出し・教材を含む
＊スクールバス代別途　一日往復2,000円(税込)

在校生に交わり、通常の授業や学校生活を
体験いただきます。

初年度費用

小学校で育てた問いと学び方を土台に、より専門的な
教科の学びと探究を往還し、自分の関心を地域や世界
の課題へつなげます。

自分の関心と進路に応じて、国内外の高校・大学へ。うつ
ほの9年間で培った探究の姿勢や学び方は、IB教育を行
う学校を含む、多様な進路で学び続ける土台になります。

一人の「こんな学校をつくりたい」という思いに多くの仲間が
集まり、生まれたうつほ。次の中学校は、子どもも大人も、み
んなでつくります。保護者や教職員との対話を経て、「中学
校共創サークル」も発足。2029年春の開校をめざし、子ども
たちや地域の人たちとも願いを重ね、学びの構想も、それを
支える仕組みも、みんなで形にしていきます。

中学校3年間のテーマ

問いを社会へひらく 自分に合う進路を選ぶ自分の問いと学ぶ力を育てる

1年 Sustainability

2年 Arts & Science

3年 Well-Being

中学校3年間 高校・大学・その先へ小学校6年間

うつほの9年間と、その先へ
Nine Years at Utsuho and Beyond

まずは、うつほへ
Star t Your Journey at Utsuho.

プライマリー

探究プロジェクト
探究プロジェクト

年に約6つの
理科・社会中心の
教科横断授業

その他
各教科

より専門的な
教科ごとの
学びへ

小1～小6
6年

ジュニア

中1～中3
3年

徒歩通学

羽田空港から南紀白浜空港まで飛行機で約70分（1日3
往復）。南紀白浜空港から学校まで車で約40分。

　　　　　　  JR新大阪駅から特急くろしおでJR紀伊田辺
駅まで約140分。JR紀伊田辺駅から学校まで車で約40分。
　　　　　　 松原JCTから南紀田辺ICまで阪和自動車
道で約110分。南紀田辺ICから学校まで車で約40分。

電車の場合

お車の場合

2029年春　中学校開校をめざして準備中

幅広く学び、問いを深める

「いっしょに学ぼう、創ろう、冒険しよう。」
中学校共創プロジェクト始動

学び方や働き方が多様になる中、高校選びは、自分らしいキャ
リアを描く大切な一歩です。9年間を通して、問いを立てる力
と学ぶ力を育み、「何を学びたいか」「どんな環境で成長したい
か」を自ら考えます。探究の記録を振り返り、対話を重ねなが
ら、自分の関心や強みを確かめ、多様な進路から自分に合う
環境を選ぶ。学校は、一人ひとりの選択と挑戦に伴走します。

世界へと踏み出す一歩を
子ども自身が選ぶ

普通科・総合学科・IB認定校へ

好きや得意を、専門性へ
高専・専門学科のある高校へ

学びの舞台を、海外へ
海外の高校へ

※上記は高校段階の進路の例

※中学校は設置準備中です。開校時期・内容は、今後の認可手続等により変更となる場合があります。

STEP 3

入学を考える
・移住説明会＆個別相談
・学校見学（有料）
・短期スクーリング（就学児のみ）

STEP 2

来て、体感する
・サタデースクール＆現地学校説明会
・サマースクール／スプリングスクール
・オープンスクール／学校公開行事
・コミュニティイベント

STEP 1

まず、知る
・オンライン学校説明会
・出張学校説明会
・出張探究スクール

保護者送迎 スクールバス

主要停留所
候補

よってって南紀の台／ファミリーマート田辺新庄／眼鏡市
場田辺／よってって稲成／ローソン下三栖／JA口熊野ほか

田辺市街地や上富田方面と学校を結ぶスクールバスを運行していま
す。バスには見守りカメラを設置し、保護者の皆様とも連携しながら、
安全な運行に努めています。停留所や運行ルートは、利用児童の居
住地や年度ごとの運行計画に応じて毎年調整します。

※社会情勢等により、
金額が変更される場合があります。

給食費

スクールバス利用料
（利用者のみ）

アフタースクール利用料
（利用者のみ）

月額7千円 ※内訳1食380円程度

月額1万7千円

WEBをご確認ください。

52%

18%

4%

居住地別
児童比率

田辺市街地

26%
中辺路町

上富田町

みなべ町

1918


